
本線トンネル工事はシールド工法によって、直径約16mのシールドマシンにより直径15.8ｍの本線トンネルを構築します。本線
トンネルは、東名JCTから北へ向かう「北行トンネル」と大泉JCTから南へ向かう「南行トンネル」があり、完成すると片道3車線、
合計6車線の道路となります。

東京外かく環状道路（関越～東名）は、平成19年4月の都市計画変更に伴い、それまでの高架構造からトンネル構造に変更
しました。
また、平成26年3月に「大深度地下の公共的使用に関する特別措置法」に基づく大深度地下の使用の認可を受け本線トンネル
の大部分を地下40ｍ以深の大深度地下としました。
これにより、用地取得等を伴う箇所が地上部と大深度地下以浅部のみとなり、地域分断等による地上部の影響が少なくなります。


